
宇津木台 森遊会 実施報告 

「第８回定例活動」「第３回市民講座」 
実施日 

場 所 

2012年 11月 25日（日）9:30～16:00 

宇津木台緑地（八王子市久保山町２－１） 

天候：晴れ 記録：金森 

参加者 参加者：１３名（男性９（うち子供１）、女性４（うち子供１）） 

衣川、吉川、奥山（史）、奥山（孝）、田原、松山、神宮、平家、伊東、 

登丸（万）、登丸（夏）、鈴木（健）、田中 

インストラクター：上田氏（神奈川県森林インストラクター）、金森 

実施内容 

活動２年目の第八回目。市民企画事業「宇津木の森再生プロジェクト２０１２」の第三回目を兼ねる。 

９月、１０月が雨で中止になったため３ヶ月ぶりの活動となった。オリンパス技術開発センター宇津

木に１０時集合。新たな会のメンバー、市民として初参加の方々、上田インストラクターを紹介する。 

 昨年６月の第一回活動で植菌した椎茸が出ているので観察する。肉厚の椎茸は残念ながら放射線の問

題があるので触れて香りを楽しむだけにする。４つの班に分かれて約１時間半作業する。土の撤去・周

辺の除伐・階段の設置は完了し、枝の片付けは半分程で時間切れとなった。ステージの高圧洗浄を準備

したが電気コードリールの長さが足りず、また時間に余裕がなかったため次回以降に延期する。 

 焚火でサンマを焼き伐ったばかりの竹を割った器で味わう、おでん、焼きおにぎりで晩秋を満喫した。

焼きおにぎりに使用した七輪の炭はこの活動にて伏焼きでつくったもの。食後はスギの葉のリースに挑

戦、意外と簡単でオリジナルのリースがあっという間に出来た。備品置き場の整理を行い１６時に解散。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連絡事項 ・怪我、ヒヤリハットはなし。 

・緑地のゴミを入れたボランティア袋は、小１個を宇津木台行きバス通りに面した入口に置く。 

・次回は、１２月２３日、竹林の整備・ミニ門松づくりを予定する。第四回市民講座を兼ねる。 

 

No.2012-08  

    

    

椎茸を観察              コンサートステージの土を撤去   周辺のアオキや笹を伐採       ステージへの階段づくり 

初めての鋸で枝を片付けるお手伝い  サンマの食器は竹を割って作る   おでんが出来上がり        サンマが光る 

    

自分達で焼いた炭で焼きおにぎり  リースづくり開始            スギの葉と松ぼっくりのリース    椿の木にぶら下げて鑑賞 


